
サーバモデル別 BIOSパラメータ

この付録の内容は、次のとおりです。

• S3260 M3サーバ（1ページ）
• S3260 M4サーバ（30ページ）
• S3260 M5サーバ（60ページ）

S3260 M3サーバ

[Main]タブ
説明名前

オンにすると、ホストサーバが直ちに再起動されます。この

チェックボックスは、変更を保存してからオンにする必要が

あります。

[Reboot Host Immediately]
チェックボックス

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に
暗号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供す

るように設計されたマイクロチップです。このオプションを

使用すると、システムの TPMセキュリティデバイスサポー
トを制御できます。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]
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説明名前

このトークンでは、F2 BIOS設定を使用する前に BIOSパス
ワードを設定する必要があります。有効にすると、IO設定、
BIOSセットアップ、BIOSを使用したオペレーティングシス
テムへの起動など、BIOS機能にアクセスする前にパスワード
を検証する必要があります。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サポートはディセーブルになっています。

• [Enabled]：サポートはイネーブルになっています。

このフィールドは、一部のCシリーズサーバでのみ
使用できます。

（注）

[Power ON Password Support]ド
ロップダウン

[Actions]領域

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイア
ログボックスを閉じます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックスがオフの場合、
サーバはすぐにリブートされ、新しい BIOS設定が有効にな
ります。そうでない場合、変更内容はサーバが手動でリブー

トされるまで保存されます。

[Save]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスが最初に開いたときに有効であった設定にリセット

します。

[Reset]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそのデフォルト値に設
定します。

[Restore Defaults]ボタン

[Advanced]タブ

サーバリブートオプション

変更内容を後で適用するには、[Reboot Host Immediately]チェックボックスをオフにします。
Cisco IMC変更を保存し、次回サーバを再起動する際に変更を適用します。

保留中の BIOSパラメータの変更がすでにある場合、Cisco IMCは、[Save Changes]をクリック
したときに、保存されている値を現在の設定で自動的に上書きします。

（注）
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[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサでインテルハイパースレッディングテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、

マルチスレッドソフトウェアアプリケーションのス

レッドを各プロセッサ内で並列に実行できます。次の

いずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディン
グを禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実
行を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]ド
ロップダウンリスト

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにでき
ます。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサ

コアで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコ
アの数を指定します。各物理コアには、論理コア

が関連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[有効化されたコア数（Number of
EnabledCores）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定する

ために、サーバのメモリ領域を分類します。この分類

の結果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入

しようとした場合、プロセッサでコードの実行をディ

セーブルにします。この設定は、損害、ワームの増殖、

および特定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー

攻撃を防止するのに役立ちます。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[ExecuteDisable]ドロップダウンリス
ト

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使
用するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラッ
トフォームで、複数のオペレーティングシステムとア

プリケーションをそれぞれ独立したパーティション内

で実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティン
グシステムをそれぞれ独立したパーティション内

で実行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有

効にするためにサーバの電源を再投入する必

要があります。

（注）

[Intel VT]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使
用しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使
用します。

[Intel VT-d]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Coherencyをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポート
しません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Coherencyを必要に
応じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：プロセッサで ATSをサポートしませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

サーバのCPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [High Throughput]：DCUIPPrefetcherのみが有効に
なります。残りのオプションはディセーブルにな

ります。

• [HPC]：すべてのオプションが有効になります。
この設定はハイパフォーマンスコンピューティン

グとも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべて
のオプションをサーバの BIOSセットアップから
設定できます。また、Hardware Prefetcherオプショ
ンとAdjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下
記のフィールドで設定できます。

[CPU Performance]
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説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリ

から取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検
出されたときにプリフェッチャを使用します。

[ハードウェアプリフェッチャ
（Hardware Prefetcher）]ドロップダ
ウンリスト

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶

数または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行
の両方を取得します。

[隣接キャッシュラインプリフェッ
チャ（Adjacent Cache Line
Prefetcher）]ドロップダウンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求
を予測しようとせず、明示的に要求された行のみ

を取得します。

• [Enabled]：DCUPrefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCUストリーマープリフェッチ
（DCU Streamer Prefetch）]ロップダ
ウンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IPプリフェッチャで最も関連性が
高いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

[DCU IPプリフェッチャ（DCU IP
Prefetcher）]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[ダイレクトキャッシュアクセスサ
ポート（DirectCacheAccess Support）]
ドロップダウンリスト

次のオプションのCPU電源管理設定を指定できます。

• [Enhanced Intel Speedstep Technology]

• [Intel Turbo Boost Technology]

• [Processor Power State C6]

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述のBIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらの BIOSパラメータのいず
れかを変更する場合は、このオプションを選択す

る必要があります。

• [Disabled]：サーバでCPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [Energy Efficient][Energy_Efficient]：前述のBIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

[Power Technology]
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説明名前

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロジーを使
用するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサ

の電圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。

このテクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発

生量が減少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的
に調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべ
てのスリープ状態でさらに電力を節約することが

可能になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]
ドロップダウンリスト

プロセッサでインテルターボブーストテクノロジーを

使用するかどうか。このテクノロジーでは、仕様より

も低い電力、温度、または電圧でプロセッサが動作し

ていると、自動的にそのプロセッサの周波数が上がり

ます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上が
りません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

BIOSからオペレーティングシステムに C6レポートを
送信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロ
セッサを電力量の少ないC6状態に移行してエネルギー
使用量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを

維持できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSから C6レポートを送信しませ
ん。

• [Enabled]：BIOSからC6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ないC6状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Processor Power State C6]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUは C1ステートでも引き続き最大
周波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションではC1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[プロセッサの電源状態C1拡張
（Processor Power State C1 Enhanced）]
ドロップダウンリスト

アイドル時に、CPUがターボを除く最大周波数よりも
低い周波数にできるようにするかどうか。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：アイドル状態のときに、CPUを最大非
ターボ周波数よりも低くできます。このオプショ

ンでは電力消費が低下しますが、システムパフォー

マンスが低下する可能性があります。

• [Enabled]：アイドル状態のときに、CPUを最大非
ターボ周波数よりも低くできません。このオプショ

ンではシステムパフォーマンスが向上しますが、

消費電力が増加することがあります。

[周波数フロアオーバーライド
（Frequency Floor Override）]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポート
モデルを伝達する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様では、次
の 3つのモデルが定義されています。

• [HW_ALL]：プロセッサハードウェアによって、
依存関係にある論理プロセッサ（パッケージ内の

すべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整しま
す。

• [SW_ALL]：OSPowerManager（OSPM）によって、
依存関係にある論理プロセッサ（物理パッケージ

内のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整
します。すべての論理プロセッサで遷移を開始す

る必要があります。

• [SW_ANY]：OS Power Manager（OSPM）によっ
て、依存関係にある論理プロセッサ（パッケージ

内のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整
します。ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷

移を開始できます。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[P-STATE調整（P-STATE
Coordination）]ドロップダウンリス
ト

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれか

になります。

•
•
•
•

[エネルギーパフォーマンス（Energy
Performance）]ドロップダウンリス
ト
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[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの信頼性、可用性および機密性

（RAS）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性

が最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内のDIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルに
またがって装着されている場合、ロックステップ

モードを有効にして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

このオプションを使用した場合、[Mirroring]より
もシステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低
下します。

[Select Memory RAS]

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整

できます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低
下させ、パフォーマンスと電力のバランスをとり

ます。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングを
無効化し、追加の電力を使用してメモリ帯域幅を

増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

[DRAMクロックスロットリング
（DRAMClock Throttling）]ドロップ
ダウンリスト

BIOSでNon-UniformMemoryAccess（NUMA）がサポー
トされているかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要な ACPIテーブルを BIOSに含めま
す。このオプションを有効にする場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリ

インターリーブを無効にする必要があります。

[NUMA]ドロップダウンリスト
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説明名前

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで

優先するか。次のいずれかになります。

• [Power Saving Mode][Power_Saving_Mode]：低電圧
のメモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先

されます。このモードでは、電圧を低く維持する

ために、メモリの周波数が低下する可能性があり

ます。

• [Performance Mode][Performance_Mode]：高周波数
の動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[低電圧DDRモード（LowVoltageDDR
Mode）]ドロップダウンリスト

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64ミリ秒ごとにリフレッシュ
されます。

• [2x]：DRAMセルは、32ミリ秒ごとにリフレッシュ
されます。

• [3x]：DRAMセルは、21ミリ秒ごとにリフレッシュ
されます。

• [4x]：DRAMセルは、16ミリ秒ごとにリフレッシュ
されます。

• [Auto]：DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択
されます。これは、このパラメータの推奨設定で

す。

[DRAMリフレッシュレート（DRAM
Refresh Rate）]ドロップダウンリス
ト

CPUがメモリブロックを分割して、インターリーブさ
れたチャネル間にデータの連続部分を分散し、同時読

み取り動作を有効にするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定
します。

• [1Way][1_Way]：一部のチャネルインターリーブが
使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [3Way][3_Way]

• [4Way][4_Way]：最大のチャネルインターリーブが
使用されます。

[チャネルインターリーブ（Channel
Interleaving）]ドロップダウンリスト
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説明名前

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブする
かどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定
します。

• [1Way][1_Way]：一部のランクインターリーブが使
用されます。

• [2Way][2_Way]

• [4Way][4_Way]

• [8Way][8_Way]：最大量のランクインターリーブが
使用されます。

[Rank Interleaving]

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書き
して ECCエラーを探します。エラーが見つかる
と、システムは修正を試みます。このオプション

により、単一ビットエラーは複数ビットエラーに

なる前に修正される場合がありますが、パトロー

ルスクラブの実行時にパフォーマンスが低下する

場合もあります。

[Patrol Scrub]

CPUまたは I/Oから読み取り要求があった時に発生し
たシングルビットメモリエラーを、システムで修正す

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：シングルビットメモリエラーは修正
されません。

• [Enabled]：シングルビットメモリエラーがメモリ
内部で修正され、修正されたデータが読み取り要

求に応じて設定されます。

[デマンドスクラブ（DemandScrub）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

物理サーバがインストールされている地点のおよその

海抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300M][300_M]：サーバは海抜約300mの位置にあ
ります。

• [900M][900_M]：サーバは海抜約900mの位置にあ
ります。

• [1500M][1500_M]：サーバは海抜約1500 mの位置
にあります。

•：サーバは、海抜約 3000 mです。

[高度（Altitude）]ドロップダウンリ
スト

[QPI Configuration]のパラメータ

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトラン
スファー/秒（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数はCPUによって決定されます。

•
• 7.2_GT/s]

•

[QPI Link Frequency Select]
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説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）スヌープモード。次のいず
れかになります。

• [Auto]：CPUは自動的に早期スヌープモードとして認識
します。

• [早期スヌープ（Early Snoop）]：分散キャッシュリング
停止で、別のキャッシングエージェントにスヌーププ

ローブまたは要求を直接送信できます。このモードは、

遅延が少なく、スレッド全体でデータセットを共有して

いるためにキャッシュ間転送からメリットが得られるワー

クロードやNUMA最適化されていないワークロードに最
適です。

• [ホームスヌープ（Home Snoop）]：スヌープは、常に、
メモリコントローラのホームエージェント（集中型リン

グ停止）によって起動されます。このモードは、早期ス

ヌープよりローカル遅延が多くなりますが、未処理トラ

ンザクションが増えた場合に予備のリソースを使用でき

ます。

• [HomeDirectorySnoop]：ホームディレクトリは、プロセッ
サ内の HAと iMCの両方のロジックに実装されたオプ
ション機能です。このディレクトリの目的は、スケーラ

ブルなプラットフォームと 2Sおよび 4S構成でスヌープ
をリモートソケットとノードコントローラにフィルタリ

ングすることです。

• [Home Directory Snoop with OSB]：Opportunistic Snoop
Broadcast（OSB）ディレクトリモードでは、HAは、ディ
レクトリ情報が収集されてチェックされる前であっても、

非常に負荷の軽い状況下で推測的ホームスヌープブロー

ドキャストを選択できます。

• [クラスタオンダイ（Cluster on Die）]：クラスタオンダ
イが有効になります。有効な LLCが 2つの部分に分割さ
れ、それぞれに個別のキャッシュエージェントが設定さ

れます。これにより、一部のワークロードのパフォーマ

ンスが向上します。このモードは、コアが10以上のプロ
セッサでのみ使用できます。高度にNUMA最適化された
ワークロードに最適なモードです。

[QPI Snoop Mode]ドロップダ
ウンリスト
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[SATAの設定（SATA Configuration）]のパラメータ

説明名前

Serial Advanced TechnologyAttachment（SATA）
ソリッドステートドライブ（SSD）の動作
モード。

• [無効（Disabled）]：すべての SATAポー
トが無効であり、ドライバは列挙されま

せん。

• [AHCI Mode]：デフォルトモードです。
ドライブは、新しい標準である Advance
Host Controller Interface（AHCI）に基づい
て動作します。

[SATA Mode]

[USB Configuration]のパラメータ

説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでの
み使用できます。

• [Enabled]：レガシー USBのサポートは常に使用できま
す。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[レガシーUSBサポート
（Legacy USB Support）]ド
ロップダウンリスト

完全なUSBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバでUSB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

すべての物理および仮想USBデバイスを有効にするか無効に
するか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスが無効になります。

• [Enabled]：すべての USBデバイスが有効になります。

[すべてのUSBデバイス（All
USB Devices）]ドロップダウ
ンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
16

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

背面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にするか。次
のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルのUSBポートを無効にします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルのUSBポートを有効にします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

内部USBデバイスを有効にするか無効にするか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：内部 USBポートを無効にします。これらの
ポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートを有効にします。これらの
ポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

KVMポートを有効にするか無効にするか。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを無
効にします。キーボードとマウスは KVMウィンドウで
機能しなくなります。

• [Enabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを有
効にします。

[USB Port: KVM]

仮想メディアデバイスを有効にするか無効にするか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスを無効にします。

• [Enabled]：vMediaデバイスを有効にします。

[USB Port: vMedia]
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[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

PCI ROM Command Line Protocol（CLP）は、カード上
の iSCSIや PxEなどのさまざまなオプション ROMの
実行を制御します。デフォルトでは、無効になってい

ます。

• [Enabled]：ポートごとに個別に、iSCSIやPxEなど
のさまざまなオプション ROMの実行を制御でき
るようにします。

• [Disabled]：デフォルトオプションです。異なるオ
プション ROMは選択できません。デフォルトオ
プション ROMは PCI列挙中に実行されます。

[PCI ROM CLP]

BIOSでのASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：ASPMサポートは、BIOSで無
効になります。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPMサポート（ASPMSupport）]ド
ロップダウンリスト

[Serial Configuration]のパラメータ

説明名前

Windows緊急管理サービスで使用可能な COMポート 0を設
定することができます。このセットアップオプションに基づ

いてACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]
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説明名前

POSTおよびBIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効に

なります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発
生しません。

• [COM 0]：POST中にCOMポート 0でコンソールリダイ
レクションを有効にします。

• [COM 1]：POST中にCOMポート 1でコンソールリダイ
レクションを有効にします。

[コンソールリダイレクション
（Console redirection）]ドロッ
プダウンリスト

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマット

のタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末とその文
字セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal type]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]を無効にする場合は、このオプションを
使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどう

か。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、
隠れた端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリ

ジョンを減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

•：フロー制御に RTS/CTSが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[フロー制御（Flow Control）]
ドロップダウンリスト

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーの
アクションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーによって ESC OP～ ESC
O[を生成します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作
しますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成しま
す。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォル
トモードと同様に動作します。ファンクションキー F1
～ F4によって ESC OP～ ESC OSを生成します。これは
デジタル端末のキーパッドの上段によって生成されるシー

ケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12によって ESC [M
～ ESC [Xを生成します。ファンクションキーと Shift
キーによってESC [Y～ESC [jを生成します。Ctrlキー
とファンクションキーによって ESC [k～ ESC [vを生
成します。Shift、Ctrlおよびファンクションキーによっ
て ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキー
はデジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンク

ションキーによってESC [11~やESC [12~などのシー
ケンスを生成します。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同
様に動作します。テンキーの最上段のキーによって ESC
OP～ ESC OSを生成します。

[Putty KeyPad]
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説明名前

BIOS POSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後
に、BIOSコンソールリダイレクションがアクティブである
かどうか。次のいずれかになります。

• [Always Enable]：OSのブートおよび実行時に BIOSレガ
シーコンソールリダイレクションがアクティブになりま

す。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[RedirectionAfter BIOSPOST]

[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明名前

イーサネットネットワークの命名規則が Consistent Device
Naming（CDN）または従来の命名規則に従うかどうか。次の
いずれかになります。

• [Disabled]：VICカードの CDNサポートが無効になりま
す。

• [Enabled]：VICカードの CDNサポートが有効になりま
す。

VICカードの CDNサポートは、Windows 2012
または最新の OSでのみ機能します。

（注）

[VICに対するCDNサポート
（CDN Support for VIC）]ド
ロップダウンリスト

PCIeカードのオプション ROMをサーバが使用できるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべてのPCIeスロットのオプションROMが
使用できません。

• [Enabled]：すべての PCIeスロットのオプション ROMが
使用可能です。

•：スロット nのオプション ROMはUEFIにのみ使用でき
ます。

•：スロット nのオプション ROMはレガシーにのみ使用
できます。

[All PCIe Slots OptionROM]
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説明名前

PCIeカードのオプション ROMをサーバが使用できるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：スロット nのオプション ROMは使用できま
せん。

• [Enabled]：スロット nのオプション ROMは使用可能で
す。

•：スロット nのオプション ROMはUEFIにのみ使用でき
ます。

•：スロット nのオプション ROMはレガシーにのみ使用
できます。

[PCIe Slot:n OptionROM

PCIeメザニンスロットの拡張 ROMをサーバで使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：スロットMのオプション ROMは使用できま
せん。

• [Enabled]：スロットMのオプション ROMは使用可能で
す。

•：スロットMのオプション ROMは UEFIにのみ使用で
きます。

•：拡張スロットMはレガシーにのみ使用できます。

[PCIe Mezzanine OptionROM]

System IO Controller 1（SIOC1）アドオンスロット 1のリンク
速度。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 3世
代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SIOC1 Link Speed]
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説明名前

System IO Controller 2（SIOC2）アドオンスロット 2のリンク
速度。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 3世
代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SIOC2 Link Speed]

リンク速度を拡張（メザニン）します。次のいずれかになり

ます。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 3世
代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[Mezzリンク速度（Mezz Link
Speed）]ドロップダウンリス
ト

[BIOS Configuration]ダイアログボックスのボタンバー

このダイアログボックスのボタンは、表示しているタブのパラメータのみでなく、使用可能な

すべてのタブのすべての BIOSパラメータに影響します。
重要

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイア
ログボックスを閉じます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックスがオフの場合、
サーバはすぐにリブートされ、新しい BIOS設定が有効にな
ります。そうでない場合、変更内容はサーバが手動でリブー

トされるまで保存されます。

[Save Changes]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスを最初に開いたときに有効だった設定に復元します。

[Reset]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそのデフォルト値に設
定します。

[Restore Defaults]ボタン
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サーバ管理タブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 1 : [サーバ管理（Server Management）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

[ホストを即座にリブート（Reboot Host
Immediately）]チェックボックスがオフの場
合、サーバはすぐにリブートされ、新しい

BIOS設定が有効になります。そうでない場
合、変更内容はサーバが手動でリブートされ

るまで保存されます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックス

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシス

テムで実行されるアクション。次のいずれか

になります。

• [電源オフ（Power Off）]：OSのブート中
にウォッチドッグタイマーの期限が切れ

た場合、サーバの電源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグ
タイマーが切れた場合、サーバはリセッ

トされます。

このオプションは [OSBootWatchdog
Timer]を有効にする場合にのみ適用
されます。

（注）

[OSブートウォッチドッグタイマーポリシー
（OS Boot Watchdog Timer Policy）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチ
ドッグタイマーをプログラムするかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間
をトラッキングするためにウォッチドッ

グタイマーは使用されません。

• [有効（enabled）]：サーバがブートにかか
る時間をウォッチドッグタイマーで追跡

します。サーバのブートが [OSブート
ウォッチドッグタイマータイムアウト

（OS Boot Watchdog Timer Timeout）]
フィールドで指定された時間内に完了し

ない場合は、Cisco IMCによってエラーが
ログに記録され、[OSブートウォッチドッ
グポリシー（OS Boot Watchdog Policy）]
フィールドで指定されたアクションが実

行されます。

[OSウォッチドッグタイマー（OS Watchdog
Timer）]ドロップダウンリスト

OSが指定された時間内にブートしない場合、
OSウォッチドッグタイマーの期限が切れ、シ
ステムはタイマーポリシーに基づいてアクショ

ンを実行します。次のいずれかになります。

• [5分（5 Minutes）]：OSウォッチドッグ
タイマーは、ブートが開始されてから 5
分後に期限が切れます。

• [10分（10 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

• [15分（15 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

• [20分（20 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

このオプションは [OSブートウォッ
チドッグタイマー（OS Boot
WatchdogTimer）]を有効にした場合
にのみ適用されます。

（注）

[OSブートウォッチドッグタイマータイムア
ウト（OSWatchdog Timer Timeout）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用される

ボーレート。[Console Redirection]を無効にす
る場合は、このオプションを使用できません。

次のいずれかになります。

• [9.6k]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19,200ボーレートが使用されま
す。

• [38.4k]：38,400ボーレートが使用されま
す。

• [57.6k]：57,600ボーレートが使用されま
す。

• [115.2k]：115,200ボーレートが使用され
ます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

[ボーレート（BaudRate）]ドロップダウンリ
スト

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアル
ポートをコンソールリダイレクションに使用

できるようにします。OSが起動した後は、コ
ンソールリダイレクトは関係ありません。次

のいずれかになります。

• [シリアルポート A（Serial Port A）]：
POST中にシリアルポート Aでコンソー
ルリダイレクションを有効にします。

• [シリアルポート B（Serial Port B）]：
POST中にシリアルポート Bでコンソー
ルリダイレクションを有効にします。

• [無効（Disabled）]：POST中にコンソー
ルリダイレクションは発生しません。

[コンソールリダイレクション（Console
Redirection）]ドロップダウンリスト
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説明名前

このオプションを[有効（Enabled）]にすると、
次のようになります。

メモリトレーニングは毎回のブートでは実行

されず、BIOSは、保存されたメモリトレーニ
ングの結果を毎回のリブートで使用します。

毎回のブートでメモリトレーニングが実行さ

れるいくつかの例外には、次のものがありま

す。

BIOSの更新、CMOSのリセット、CPUやメ
モリの設定変更、SPDまたは実行時の修正不
可能なエラー、または、前回のブートから 24
時間以上経過している場合。

このオプションが [無効（Disabled）]の場合、
毎回のブートでメモリトレーニングが行われ

ます。

デフォルト値：[有効（Enabled）]。

[高速ブート（Fast Boot）]オプショ
ンを無効にするには、エンドユーザ

は次のトークンを下記の説明のとお

りに設定する必要があります。

[適応型メモリトレーニング
（Adaptive Memory Training）]を [無
効（Disabled）]に

[BIOS Techlogレベル（BIOS Techlog
level）]を [標準（Normal）]に

[OptionROM起動最適化（OptionROM
Launch Optimization）]を [無効
（Disabled）]に

（注）

適応型メモリトレーニング
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説明名前

このオプションは、 BIOS techログファイル
のメッセージのタイプを示します。

ログファイルには、次のタイプのいずれかを

指定できます。

• [最小（Minimum）]：重要なメッセージが
ログファイルに表示されます。

• [標準（Normal）]：警告およびロードメッ
セージがログファイルに表示されます。

• [最大（Maximum）]：標準に加え、情報
関連のメッセージがログファイルに表示

されます。

デフォルト値：[最小（Minimum）]

このオプションは、主に、内部のデ

バッグを目としています。

（注）

[BIOS Techlogレベル（BIOS Techlog Level）]

このオプションが [有効（Enabled）]の場合、
ブート順序のポリシーに存在するコントロー

ラにのみ OptionROMsが起動されます。

オンボードストレージコントロー

ラ、Emulex FCアダプタおよび GPU
コントローラなどのいくつかのコン

トローラについて、ブート順序のポ

リシーに含まれていなくても、

OptionROMが起動されます。

（注）

このオプションが [無効（Disabled）]の場合、
すべての OptionROMsが起動されます。

デフォルト値：[有効（Enabled）]

[OptionROM起動最適化（OptionROMLaunch
Optimization）]

イーサネットネットワークの命名規則が

Consistent Device Naming（CDN）または従来
の命名規則に従うかどうか。次のいずれかに

なります。

• [無効（Disabled）]：VICカードの CDN
サポートが無効になります

• [有効（Enabled）]：VICカードのCDNサ
ポートが有効になります。

[CDNコントロール（CDNControl）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、シス
テムを回復するために Cisco IMCによって
FRB2タイマーが使用されるかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されま
せん。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開
始され、必要に応じてシステムの回復に

使用されます。

[FRB 2タイマー（FRB 2 Timer）]ドロップダ
ウンリスト

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使

用するかどうか。送信要求/クリアツーセンド
（RTS/CTS）を使用すると、隠れた端末問題
が原因で発生する可能性があるフレームコリ

ジョンを減らすことができます。次のいずれ

かになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS/CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使
用されます。

この設定は、リモートターミナル

アプリケーション上の設定と一致し

ている必要があります。

（注）

[フロー制御（Flow Control）]ドロップダウン
リスト

コンソールリダイレクションに使用される文

字フォーマットのタイプ。次のいずれかにな

ります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用
されます。

• [VT100]：サポートされている VT100ビ
デオ端末とその文字セットが使用されま

す。

• [VT100-PLUS]：サポートされている
VT100-plusビデオ端末とその文字セット
が使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端
末が使用されます。

[ターミナルタイプ（Terminal Type）]ドロッ
プダウンリスト
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S3260 M4サーバ

[Main]タブ
説明名前

オンにすると、ホストサーバが直ちに再起動されます。この

チェックボックスは、変更を保存してからオンにする必要が

あります。

[Reboot Host Immediately]
チェックボックス

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に
暗号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供す

るように設計されたマイクロチップです。このオプションを

使用すると、システムの TPMセキュリティデバイスサポー
トを制御できます。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]

このトークンでは、F2 BIOS設定を使用する前に BIOSパス
ワードを設定する必要があります。有効にすると、IO設定、
BIOSセットアップ、BIOSを使用したオペレーティングシス
テムへの起動など、BIOS機能にアクセスする前にパスワード
を検証する必要があります。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サポートはディセーブルになっています。

• [Enabled]：サポートはイネーブルになっています。

[Power ON Password Support]ド
ロップダウン

[Actions]領域

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイア
ログボックスを閉じます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックスがオフの場合、
サーバはすぐにリブートされ、新しい BIOS設定が有効にな
ります。そうでない場合、変更内容はサーバが手動でリブー

トされるまで保存されます。

[Save]ボタン
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説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスが最初に開いたときに有効であった設定にリセット

します。

[Reset]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそのデフォルト値に設
定します。

[Restore Defaults]ボタン

[Advanced]タブ

サーバリブートオプション

[SaveChanges]をクリックした後で変更内容を自動的に適用するには、[RebootHost Immediately]
チェックボックスをオンにします。Cisco IMCサーバをすぐに再起動して変更を適用します。

変更内容を後で適用するには、[Reboot Host Immediately]チェックボックスをオフにします。
Cisco IMC変更を保存し、次回サーバを再起動する際に変更を適用します。

保留中の BIOSパラメータの変更がすでにある場合、Cisco IMCは、[Save Changes]をクリック
したときに、保存されている値を現在の設定で自動的に上書きします。

（注）

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサでインテルハイパースレッディングテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、

マルチスレッドソフトウェアアプリケーションのス

レッドを各プロセッサ内で並列に実行できます。次の

いずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディン
グを禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実
行を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにでき
ます。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサ

コアで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコ
アの数を指定します。各物理コアには、論理コア

が関連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[有効化されたコア数（Number of
EnabledCores）]ドロップダウンリス
ト

アプリケーションコードを実行できる場所を指定する

ために、サーバのメモリ領域を分類します。この分類

の結果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入

しようとした場合、プロセッサでコードの実行をディ

セーブルにします。この設定は、損害、ワームの増殖、

および特定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー

攻撃を防止するのに役立ちます。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[ExecuteDisable]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使
用するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラッ
トフォームで、複数のオペレーティングシステムとア

プリケーションをそれぞれ独立したパーティション内

で実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティン
グシステムをそれぞれ独立したパーティション内

で実行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有

効にするためにサーバの電源を再投入する必

要があります。

（注）

[Intel VT]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使
用しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使
用します。

[Intel VT-d]

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでリマッピングをサポート
しません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Interrupt Remapping
を必要に応じて使用します。

[Intel VTD割り込み再マッピング
（Intel VTD interrupt Remapping）]ド
ロップダウンリスト

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでパススルーDMAをサポー
トしません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-d Pass-throughDMAを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d PassThrough DMA]ドロッ
プダウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
33

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

プロセッサで Intel VT-d Coherencyをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポート
しません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Coherencyを必要に
応じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：プロセッサで ATSをサポートしませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

サーバのCPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [High Throughput]：DCUIPPrefetcherのみが有効に
なります。残りのオプションはディセーブルにな

ります。

• [HPC]：すべてのオプションが有効になります。
この設定はハイパフォーマンスコンピューティン

グとも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべて
のオプションをサーバの BIOSセットアップから
設定できます。また、Hardware Prefetcherオプショ
ンとAdjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下
記のフィールドで設定できます。

[CPU Performance]
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説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリ

から取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検
出されたときにプリフェッチャを使用します。

[ハードウェアプリフェッチャ
（Hardware Prefetcher）]ドロップダ
ウンリスト

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶

数または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行
の両方を取得します。

[隣接キャッシュラインプリフェッ
チャ（Adjacent Cache Line
Prefetcher）]ドロップダウンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求
を予測しようとせず、明示的に要求された行のみ

を取得します。

• [Enabled]：DCUPrefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCUストリーマープリフェッチ
（DCU Streamer Prefetch）]ロップダ
ウンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IPプリフェッチャで最も関連性が
高いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

[DCU IPプリフェッチャ（DCU IP
Prefetcher）]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[ダイレクトキャッシュアクセスサ
ポート（DirectCacheAccess Support）]
ドロップダウンリスト

次のオプションのCPU電源管理設定を指定できます。

• [Enhanced Intel Speedstep Technology]

• [Intel Turbo Boost Technology]

• [Processor Power State C6]

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述のBIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらの BIOSパラメータのいず
れかを変更する場合は、このオプションを選択す

る必要があります。

• [Disabled]：サーバでCPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [Energy Efficient][Energy_Efficient]：前述のBIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

[Power Technology]
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説明名前

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロジーを使
用するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサ

の電圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。

このテクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発

生量が減少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的
に調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべ
てのスリープ状態でさらに電力を節約することが

可能になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]
ドロップダウンリスト

プロセッサでインテルターボブーストテクノロジーを

使用するかどうか。このテクノロジーでは、仕様より

も低い電力、温度、または電圧でプロセッサが動作し

ていると、自動的にそのプロセッサの周波数が上がり

ます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上が
りません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

BIOSからオペレーティングシステムに C3レポートを
送信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロ
セッサを電力量の少ないC3状態に移行してエネルギー
使用量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを

維持できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSは C3レポートの送信を行いませ
ん。

• [Enabled]：BIOSからC3レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ないC3状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Processor C3 Report]

BIOSからオペレーティングシステムに C6レポートを
送信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロ
セッサを電力量の少ないC6状態に移行してエネルギー
使用量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを

維持できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSから C6レポートを送信しませ
ん。

• [Enabled]：BIOSからC6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ないC6状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Processor C6 Report]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUは C1ステートでも引き続き最大
周波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションではC1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[プロセッサの電源状態C1拡張
（Processor Power State C1 Enhanced）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポート
モデルを伝達する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様では、次
の 3つのモデルが定義されています。

• [HW_ALL]：プロセッサハードウェアによって、
依存関係にある論理プロセッサ（パッケージ内の

すべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整しま
す。

• [SW_ALL]：OSPowerManager（OSPM）によって、
依存関係にある論理プロセッサ（物理パッケージ

内のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整
します。すべての論理プロセッサで遷移を開始す

る必要があります。

• [SW_ANY]：OS Power Manager（OSPM）によっ
て、依存関係にある論理プロセッサ（パッケージ

内のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整
します。ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷

移を開始できます。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[P-STATE調整（P-STATE
Coordination）]ドロップダウンリス
ト

オペレーティングシステムのハンドオフ前に設定され

ている BIOSのパフォーマンス状態をユーザが選択で
きるようになります。次のいずれかになります。

• [Max Performance]：プロセッサの P-state率は最大
です

• [Max Efficient]：プロセッサの P-state率は最小です

[Boot Performance Mode]ドロップダ
ウンリスト

エネルギー効率のバイアス調整のために BIOSまたは
オペレーティングシステムを選択できます。次のいず

れかになります。

• [OS]：エネルギー効率の調整のためにOSを選択し
ます。

• [BIOS]：エネルギー効率の調整のためにBIOSを選
択します。

[エネルギーパフォーマンスの調整
（Energy PerformanceTuning）]ドロッ
プダウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
39

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれか

になります。

•
•
•
•

[エネルギーパフォーマンス（Energy
Performance）]ドロップダウンリス
ト

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [C0 state][C0_state]：サーバはすべてのサーバコン
ポーネントに常にフルパワーを提供します。この

オプションでは、最高レベルのパフォーマンスが

維持され、最大量の電力が必要となります。

• [C1 state][C1_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムは電力消費を少し減らします。このオプション

では、必要な電力がC0よりも少なく、サーバはす
ばやくハイパフォーマンスモードに戻ることがで

きます。

• [C3 state][C3_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC1オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。この場合、必要な電力は C1または
C0よりも少なくなりますが、サーバがハイパ
フォーマンスモードに戻るのに要する時間が少し

長くなります。

• [C6 state][C6_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC3オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。このオプションを使用すると、C0、
C1、または C3よりも電力量が節約されますが、
サーバがフルパワーに戻るまでにパフォーマンス

上の問題が発生する可能性があります。

• [C7 state][C7_state]：CPUのアイドル時に、サーバ
はコンポーネントが使用できる電力量を最小にし

ます。このオプションでは、節約される電力量が

最大になりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [No Limit][No_Limit]：サーバは、使用可能な任意
のCステートに入ることがあります。

[パッケージのCステートの制限
（Package C State Limit）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

拡張 APICサポートをイネーブルまたはディセーブル
にできます。次のいずれかになります。

• [XAPIC]：APICサポートを有効にします。

• [X2APIC]：APICを有効にして、Intel VT-dと
Interrupt Remappingも有効にします。

[Extended APIC]

ワークロードの特性を最適化するようにパラメータを

設定できます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：バランスをとる最適化オプションを選
択します。

• [I/O Sensitive]：I/Oを優先する最適化オプションを
選択します。

ワークロード構成は [Balanced]に設定するこ
とをお勧めします。

（注）

[Workload Configuration]

ハードウェア電源管理（HWPM）インターフェイスを
有効にして、CPUのパフォーマンスとエネルギー効率
を向上させます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：P-Stateは、先行プロセッサ世代と同じ
ように制御されます。

• [NativeMode]：HWPMは、ソフトウェアインター
フェイスを介してオペレーティングシステムと連

携します。

• [OOB Mode]：CPUは、オペレーティングシステ
ムのエネルギー効率に基づいて自律的に周波数を

制御します。

[CPU HWPM]ドロップダウンリスト

HALT命令をMWAIT命令に変換する CPU Autonomous
C-Stateを有効にします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU Autonomous C-stateが無効です。
これはデフォルト値です。

• [Enabled]：CPU Autonomous C-stateが有効です。

[CPU Autonomous Cstate]ドロップダ
ウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
41

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

CPUが修正されたマシンチェックイベントで割り込み
をトリガーできるようにします。修正されたマシン

チェック割り込み（CMCI）により、従来のポーリング
タイマーよりも速い反応が可能になります。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：CMCIを無効にします。

• [Enabled]：CMCIを有効にします。これはデフォル
ト値です。

[Processor CMCI]ドロップダウンリ
スト

[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの信頼性、可用性および機密性

（RAS）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性

が最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内のDIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルに
またがって装着されている場合、ロックステップ

モードを有効にして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

このオプションを使用した場合、[Mirroring]より
もシステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低
下します。

[Select Memory RAS]

BIOSでNon-UniformMemoryAccess（NUMA）がサポー
トされているかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要な ACPIテーブルを BIOSに含めま
す。このオプションを有効にする場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリ

インターリーブを無効にする必要があります。

[NUMA]ドロップダウンリスト
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説明名前

CPUがメモリブロックを分割して、インターリーブさ
れたチャネル間にデータの連続部分を分散し、同時読

み取り動作を有効にするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定
します。

• [1Way][1_Way]：一部のチャネルインターリーブが
使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [3Way][3_Way]

• [4Way][4_Way]：最大のチャネルインターリーブが
使用されます。

[チャネルインターリーブ（Channel
Interleaving）]ドロップダウンリスト

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブする
かどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定
します。

• [1Way][1_Way]：一部のランクインターリーブが使
用されます。

• [2Way][2_Way]

• [4Way][4_Way]

• [8Way][8_Way]：最大量のランクインターリーブが
使用されます。

[Rank Interleaving]
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書き
して ECCエラーを探します。エラーが見つかる
と、システムは修正を試みます。このオプション

により、単一ビットエラーは複数ビットエラーに

なる前に修正される場合がありますが、パトロー

ルスクラブの実行時にパフォーマンスが低下する

場合もあります。

[Patrol Scrub]

CPUまたは I/Oから読み取り要求があった時に発生し
たシングルビットメモリエラーを、システムで修正す

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：シングルビットメモリエラーは修正
されません。

• [Enabled]：シングルビットメモリエラーがメモリ
内部で修正され、修正されたデータが読み取り要

求に応じて設定されます。

[デマンドスクラブ（DemandScrub）]
ドロップダウンリスト

物理サーバがインストールされている地点のおよその

海抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300M][300_M]：サーバは海抜約300mの位置にあ
ります。

• [900M][900_M]：サーバは海抜約900mの位置にあ
ります。

• [1500M][1500_M]：サーバは海抜約1500 mの位置
にあります。

•：サーバは、海抜約 3000 mです。

[高度（Altitude）]ドロップダウンリ
スト
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[QPI Configuration]のパラメータ

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトラン
スファー/秒（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数はCPUによって決定されます。

•
• 7.2_GT/s]

•

[QPI Link Frequency Select]

Intel QuickPath Interconnect（QPI）スヌープモード。次のいず
れかになります。

• [ホームスヌープ（Home Snoop）]：スヌープは、常に、
メモリコントローラのホームエージェント（集中型リン

グ停止）によって起動されます。このモードは、早期ス

ヌープよりローカル遅延が多くなりますが、未処理トラ

ンザクションが増えた場合に予備のリソースを使用でき

ます。

• [クラスタオンダイ（Cluster on Die）]：クラスタオンダ
イが有効になります。有効な LLCが 2つの部分に分割さ
れ、それぞれに個別のキャッシュエージェントが設定さ

れます。これにより、一部のワークロードのパフォーマ

ンスが向上します。このモードは、コアが10以上のプロ
セッサでのみ使用できます。高度にNUMA最適化された
ワークロードに最適なモードです。

• [早期スヌープ（Early Snoop）]：分散キャッシュリング
停止で、別のキャッシングエージェントにスヌーププ

ローブまたは要求を直接送信できます。このモードは、

遅延が少なく、スレッド全体でデータセットを共有して

いるためにキャッシュ間転送からメリットが得られるワー

クロードやNUMA最適化されていないワークロードに最
適です。

[QPI Snoop Mode]
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[USB Configuration]のパラメータ

説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでの
み使用できます。

• [Enabled]：レガシー USBのサポートは常に使用できま
す。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[レガシーUSBサポート
（Legacy USB Support）]ド
ロップダウンリスト

完全なUSBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバでUSB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

xHCIコントローラのレガシーサポートを有効または無効にし
ます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：xHCIコントローラのレガシーサポートが無
効になります。

• [Enabled]：xHCIコントローラのレガシーサポートが有効
になります。

[xHCI Mode]

システムでレガシーxHCIコントローラをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：xHCIレガシーのサポートが無効になります。

• [Enabled]：xHCIレガシーのサポートが有効になります。
これはデフォルト値です。

[xHCI Legacy Support]ドロップ
ダウンリスト

すべての物理および仮想USBデバイスを有効にするか無効に
するか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスが無効になります。

• [Enabled]：すべての USBデバイスが有効になります。

[すべてのUSBデバイス（All
USB Devices）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

背面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にするか。次
のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルのUSBポートを無効にします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルのUSBポートを有効にします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

KVMポートを有効にするか無効にするか。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを無
効にします。キーボードとマウスは KVMウィンドウで
機能しなくなります。

• [Enabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを有
効にします。

[USB Port: KVM]

仮想メディアデバイスを有効にするか無効にするか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスを無効にします。

• [Enabled]：vMediaデバイスを有効にします。

[USB Port: vMedia]

[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

4GBを超えるMMIOをイネーブルまたはディセーブル
にするかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビット PCIデバイスの
I/Oを 4 GB以上のアドレス空間にマッピングしま
せん。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングします。

PCIデバイスが64ビット対応でも、レガシー
なオプション ROMを使用する場合は、この
設定をイネーブルにしても正しく機能しない

場合があります。

（注）

[Memory Mapped I/O Above 4GB]
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説明名前

サーバ上で SR-IOV（Single Root I/OVirtualization）を有
効にするか無効にするか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SR-IOVは無効になります。

• [Enabled]：SR-IOVは有効になります。

[Sriov]

[Serial Configuration]のパラメータ

説明名前

Windows緊急管理サービスで使用可能な COMポート 0を設
定することができます。このセットアップオプションに基づ

いてACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]

POSTおよびBIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効に

なります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発
生しません。

• [COM 0]：POST中にCOMポート 0でコンソールリダイ
レクションを有効にします。

• [COM 1]：POST中にCOMポート 1でコンソールリダイ
レクションを有効にします。

[コンソールリダイレクション
（Console redirection）]ドロッ
プダウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
48

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマット

のタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末とその文
字セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal type]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]を無効にする場合は、このオプションを
使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどう

か。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、
隠れた端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリ

ジョンを減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

•：フロー制御に RTS/CTSが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーショ

ン上の設定と一致している必要があります。

（注）

[フロー制御（Flow Control）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーの
アクションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーによって ESC OP～ ESC
O[を生成します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作
しますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成しま
す。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォル
トモードと同様に動作します。ファンクションキー F1
～ F4によって ESC OP～ ESC OSを生成します。これは
デジタル端末のキーパッドの上段によって生成されるシー

ケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12によって ESC [M
～ ESC [Xを生成します。ファンクションキーと Shift
キーによってESC [Y～ESC [jを生成します。Ctrlキー
とファンクションキーによって ESC [k～ ESC [vを生
成します。Shift、Ctrlおよびファンクションキーによっ
て ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキー
はデジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンク

ションキーによってESC [11~やESC [12~などのシー
ケンスを生成します。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同
様に動作します。テンキーの最上段のキーによって ESC
OP～ ESC OSを生成します。

[Putty KeyPad]

BIOS POSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後
に、BIOSコンソールリダイレクションがアクティブである
かどうか。次のいずれかになります。

• [Always Enable]：OSのブートおよび実行時に BIOSレガ
シーコンソールリダイレクションがアクティブになりま

す。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[RedirectionAfter BIOSPOST]
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[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明名前

イーサネットネットワークの命名規則が Consistent Device
Naming（CDN）または従来の命名規則に従うかどうか。次の
いずれかになります。

• [Disabled]：VICカードの CDNサポートが無効になりま
す。

• [Enabled]：VICカードの CDNサポートが有効になりま
す。

VICカードの CDNサポートは、Windows 2012
または最新の OSでのみ機能します。

（注）

[VICに対するCDNサポート
（CDN Support for VIC）]ド
ロップダウンリスト

PCIROMCommandLine Protocol（CLP）は、カード上の iSCSI
や PxEなどのさまざまなオプション ROMの実行を制御しま
す。デフォルトでは、無効になっています。

• [Enabled]：ポートごとに個別に、iSCSIやPxEなどのさま
ざまなオプション ROMの実行を制御できるようにしま
す。

• [Disabled]：デフォルトオプションです。異なるオプショ
ンROMは選択できません。デフォルトオプションROM
は PCI列挙中に実行されます。

[PCI ROM CLP]

PCIeカードのオプション ROMをサーバが使用できるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：スロット nのオプション ROMは使用できま
せん。

• [Enabled]：スロット nのオプション ROMは使用可能で
す。

•：スロット nのオプション ROMはUEFIにのみ使用でき
ます。

•：スロット nのオプション ROMはレガシーにのみ使用
できます。

[All PCIe Slots OptionROM]

サーバモデル別 BIOSパラメータ
51

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

このオプションでは、PCH SATAモードを選択できます。次
のいずれかになります。

• [AHCI]：SATAコントローラと sSATAコントローラの両
方を AHCIモードに設定します。

• [Disabled]：SATAコントローラと sSATAコントローラを
無効にします。

• [LSI SW Raid]：SATAコントローラと sSATAコントロー
ラを LSI SW Raidの raidモードに設定します。

[PCH SATA Mode]

SBNVMe1コントローラのオプションROMをサーバが使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SBNVMe1コントローラのオプションROMは
使用できません。

• [Enabled]：SBNVMe1コントローラのオプションROMを
使用できます。

•：スロットのオプションROMはUEFIにのみ使用できま
す。

•：スロットのオプション ROMはレガシーにのみ使用で
きます。

システム I/Oコントローラ 1（SIOC1）のオプション ROMを
サーバが使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システム I/Oコントローラ1（SIOC1）のオプ
ション ROMは使用できません。

• [Enabled]：システム I/Oコントローラ 1（SIOC1）のオプ
ション ROMを使用できます。

•：スロットのオプションROMはUEFIにのみ使用できま
す。

•：スロットのオプション ROMはレガシーにのみ使用で
きます。

[SIOC1 OptionROM]

set SIOC1OptionROM
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説明名前

システム I/Oコントローラ 2（SIOC2）のオプション ROMを
サーバが使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システム I/Oコントローラ2（SIOC2）のオプ
ション ROMは使用できません。

• [Enabled]：システム I/Oコントローラ 2（SIOC2）のオプ
ション ROMを使用できます。

•：スロットのオプションROMはUEFIにのみ使用できま
す。

•：スロットのオプション ROMはレガシーにのみ使用で
きます。

[SIOC2 OptionROM]

set SIOC2OptionROM

SBMezz1コントローラのオプション ROMをサーバが使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SBMezz1コントローラのオプション ROMは
使用できません。

• [Enabled]：SBMezz1コントローラのオプション ROMを
使用できます。

•：スロットのオプションROMはUEFIにのみ使用できま
す。

•：スロットのオプション ROMはレガシーにのみ使用で
きます。

サーバがSBMezz2コントローラで使用可能なオプションROM
を使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SBMezz 2コントローラのオプション ROMは
使用できません。

• [Enabled]：SBMezz 2コントローラのオプション ROMを
使用できます。

• [UEFIOnly]：スロットのオプションROMはUEFIにのみ
使用できます。

• [LegacyOnly]：スロットのオプションROMはレガシーに
のみ使用できます。

[SBMezz2 OptionROM]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

オプション ROMが IOEスロット 1で有効かどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：オプション ROMが無効です。

• [Enabled]：デフォルト値。オプションROMが有効です。

• [UEFI Only]：スロット 1オプションROMはUEFIにのみ
使用できます。

• [LegacyOnly]：スロット 1オプションROMはレガシーに
のみ使用できます。

オプション ROMが IOE Mezz1で有効かどうか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：オプション ROMが無効です。

• [Enabled]：デフォルト値。オプションROMが有効です。

• [UEFI Only]：Mezz1オプション ROMを使用できるのは
UEFIのみです。

• [LegacyOnly]：Mezz1オプションROMはレガシーにのみ
使用できます。

オプション ROMが IOEスロット 2で有効かどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：オプション ROMが無効です。

• [Enabled]：デフォルト値。オプションROMが有効です。

• [UEFI Only]：スロット 2オプションROMはUEFIにのみ
使用できます。

• [LegacyOnly]：スロット 2オプションROMはレガシーに
のみ使用できます。

オプション ROMが IOE NVMe1で有効かどうか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：オプション ROMが無効です。

• [Enabled]：デフォルト値。オプションROMが有効です。

• [UEFI Only]：Mezz1オプション ROMを使用できるのは
UEFIのみです。

• [LegacyOnly]：Mezz1オプションROMはレガシーにのみ
使用できます。
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説明名前

オプション ROMが IOE NVMe2で有効かどうか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：オプション ROMが無効です。

• [Enabled]：デフォルト値。オプションROMが有効です。

• [UEFI Only]：Mezz1オプション ROMを使用できるのは
UEFIのみです。

• [LegacyOnly]：Mezz1オプションROMはレガシーにのみ
使用できます。

SBNVMe1アドオンスロット 1のリンク速度。

• [Auto]：リンク速度は自動的に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 2世
代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SBNVMe1 Link Speed]

System IO Controller 1（SIOC1）アドオンスロット 1のリンク
速度。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 3世
代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SIOC1 Link Speed]
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説明名前

System IO Controller 2（SIOC2）アドオンスロット 2のリンク
速度。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 3世
代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SIOC2 Link Speed]

SBMezz1アドオンスロット 1のリンク速度。

• [Auto]：リンク速度は自動的に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は第 2世
代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SBMezz1 Link Speed]

SBMezz2アドオンスロット 2のリンク速度を割り当てます。
次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[SBMezz2Link Speed]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

スロット 1リンク速度。次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

Mezz1リンク速度。次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

set IOEMezz1LinkSpeed

スロット 2リンク速度。次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

NVMe1リンク速度。次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。
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説明名前

NVMe2リンク速度。次のいずれかになります。

• [Auto]：デフォルト値。スロットが有効になります。

• [GEN 1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN 2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN 3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

• [Disabled]：スロットは無効であり、カードは列挙されま
せん。

[BIOS Configuration]ダイアログボックスのボタンバー

このダイアログボックスのボタンは、表示しているタブのパラメータのみでなく、使用可能な

すべてのタブのすべての BIOSパラメータに影響します。
重要

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイア
ログボックスを閉じます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックスがオフの場合、
サーバはすぐにリブートされ、新しい BIOS設定が有効にな
ります。そうでない場合、変更内容はサーバが手動でリブー

トされるまで保存されます。

[Save Changes]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスを最初に開いたときに有効だった設定に復元します。

[Reset Values]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそのデフォルト値に設
定します。

[Restore Defaults]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン
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[Server Management]タブ

サーバ管理 BIOSパラメータ

説明名前

POST中にシステムがハングアップした場合に、システ
ムを回復するために Cisco IMCで FRB2タイマーを使
用するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中にFRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグ
タイマーをプログラムするかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッ
キングするためにウォッチドッグタイマーは使用

されません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッ
チドッグタイマーでトラッキングします。サーバ

が [OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに
指定された時間

[OSウォッチドッグタイマー（OS
Watchdog Timer）]ドロップダウンリ
スト

OSが指定された時間内にブートしない場合、OSウォッ
チドッグタイマーの期限が切れ、システムはタイマー

ポリシーに基づいてアクションを実行します。次のい

ずれかになります。

•：OSウォッチドッグタイマーは、ブートが開始
されてから 5分後に期限が切れます。

•：OSウォッチドッグタイマーは、ブートが開始
されてから 10分後に期限が切れます。

•：OSウォッチドッグタイマーは、ブートが開始
されてから 15分後に期限が切れます。

•：OSウォッチドッグタイマーは、ブートが開始
されてから 20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]
をイネーブルにした場合にのみ適用されま

す。

（注）

[OSウォッチドッグタイマータイムア
ウト（OS Watchdog Timer Timeout）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実

行されるアクション。次のいずれかになります。

•：OSのブート中にウォッチドッグタイマーの期
限が切れた場合、アクションは実行されません。

•：OSのブート中にウォッチドッグタイマーの期
限が切れた場合、サーバの電源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]
を有効にする場合にのみ適用されます。

（注）

[OSウォッチドッグタイマーポリシー
（OSWatchdog Timer Policy）]ドロッ
プダウンリスト

S3260 M5サーバ

I/Oタブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 2 : [I/O]タブの BIOSのパラメータ

説明名前

オンにすると、ホストサーバが直ちに再起動されます。このチェッ

クボックスは、変更を保存してからオンにする必要があります。

[Reboot Host
Immediately]チェック
ボックス

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ使用で
きます。

• [Enabled]：レガシー USBのサポートは常に使用できます。

[レガシー USBサポー
ト（Legacy USB
Support）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用するかどう
か。このテクノロジーでは、1つのプラットフォームで、複数のオペ
レーティングシステムとアプリケーションをそれぞれ独立したパー

ティション内で実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティングシステムをそ
れぞれ独立したパーティション内で実行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効にするため

にサーバの電源を再投入する必要があります。

（注）

[ダイレクト IOへの
Intel VT（Intel VT for
directed IO）]ドロップ
ダウンリスト

プロセッサで Intel VT-d Coherencyをサポートするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応じて使用しま
す。

[Intel VTD coherencyサ
ポート（Intel VTD
coherency support）]ド
ロップダウンリスト

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services（ATS）をサポー
トするかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで ATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて使用します。

[Intel VTD ATSサポー
ト（Intel VTD ATS
support）]ドロップダ
ウンリスト

Intel Volume Management Device (VMD)は、NVMe SSDを管理および
集約するためのハードウェアロジックを提供する PCIe NVMe SSD向
けです。

これは次のいずれかになります。

•有効:堅牢で安定したホットプラグ、ステータスLED管理などの
利点を有効にします。

•無効:堅牢で安定したホットプラグ、ステータスLED管理などの
利点を無効にします。

デフォルト値：無効。

VMDを設定するには、『CPUユーザーガイドの Intel®仮想 RAID』
と『CPUの Intel®仮想 RAID』を参照してください。

[VMDEnable (VMDの
有効化)]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

Cisco UCS C480 M5サーバでサポートされている VMDおよびサポー
トされていないポートの詳細は次のとおりです。

Cisco UCS C480 NVMe SKU (32ドライブ NVMEシステム)

• DMI接続ポート7、8、および 23は、VMDをサポートしていま
せん。

•その他の29個のポートはすべて、VMDをサポートしています。

Cisco UCS C480非 NVMe SKU

• DMI接続ポート 1、2、および 18は、VMDをサポートしていま
せん。

•ポート7、8、9、10、15、16、17、23、24は、VMDをサポート
します。

オプション ROMがすべての LOMポートで使用できるかどうか。次
のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：すべてのポートでオプションROMを無効に
します。

• [有効（Enabled）]：すべてのポートでオプション ROMを有効に
します。

[すべてのオンボード
LOM Oprom（All
Onboard LOM
Oprom）]ドロップダ
ウンリスト

オプション ROMが LOMポート 0で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [無効（Disabled）]：LOMポート 0でオプション ROMを使用で
きません。

• [有効（Enabled）]：LOMポート 0でオプションROMを使用でき
ます。

[オンボードLOMポー
ト 0 Oprom（Onboard
LOMPort0Oprom）]ド
ロップダウンリスト

オプション ROMが LOMポート 1で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [無効（Disabled）]：LOMポート 1でオプション ROMを使用で
きません。

• [有効（Enabled）]：LOMポート 1でオプションROMを使用でき
ます。

[オンボードLOMポー
ト 1 Oprom（Onboard
LOMPort1Oprom）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

サーバが nで指定した PCIeカードスロットにあるオプション ROM
を使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロット nのオプションROMは使用できま
せん。

• [有効（Enabled）]：スロット nのオプション ROMは使用可能で
す。

[PCIeスロット n
Oprom（Pcie Slot n
Oprom）]ドロップダ
ウンリスト

このオプションでは、MLOMスロットに接続された PCIeアダプタの
オプション ROMの実行を制御することができます。次のいずれかに
なります。

• [無効（Disabled）]：MLOMスロットに接続されているPCIeアダ
プタのオプション ROMを実行しません。

• [有効（Enabled）]：MLOMスロットに接続されている PCIeアダ
プタのオプション ROMを実行します。

[MLOMOprom]ドロッ
プダウンリスト

このオプションでは、HBAスロットに接続された PCIeアダプタのオ
プション ROMの実行を制御することができます。次のいずれかにな
ります。

• [無効（Disabled）]：HBAスロットに接続されているPCIeアダプ
タのオプション ROMを実行しません。

• [有効（Enabled）]：HBAスロットに接続されている PCIeアダプ
タのオプション ROMを実行します。

[HBAOprom]ドロップ
ダウンリスト

このオプションでは、SSD:NVMe1スロットに接続されたPCIeアダプ
タのオプション ROMの実行を制御することができます。次のいずれ
かになります。

• [無効（Disabled）]：SSD:NVMe1スロットに接続されているPCIe
アダプタのオプション ROMを実行しません。

• [有効（Enabled）]：SSD:NVMe1スロットに接続されている PCIe
アダプタのオプション ROMを実行します

[フロント NVME1
Oprom（Front NVME1
Oprom）]ドロップダ
ウンリスト

このオプションでは、SSD:NVMe2スロットに接続されたPCIeアダプ
タのオプション ROMの実行を制御することができます。次のいずれ
かになります。

• [無効（Disabled）]：SSD:NVMe2スロットに接続されているPCIe
アダプタのオプション ROMを実行しません。

• [有効（Enabled）]：SSD:NVMe2スロットに接続されている PCIe
アダプタのオプション ROMを実行します

[フロント NVME2
Oprom（Front NVME2
Oprom）]ドロップダ
ウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
63

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

このオプションを使用すると、PCIe HBAスロットに装着されている
アダプタカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになりま

す。

• [無効（Disabled）]：最大速度は制限されません。

• [自動（Auto）]：システムは許容最大速度を選択します。

• [GEN1]：最大2.5GT/s（ギガトランスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• [GEN2]：最大 5 GT/sまでの速度が許可されます。

• [GEN3]：最大 8 GT/sまでの速度が許可されます。

[HBAリンク速度
（HBA Link Speed）]
ドロップダウンリスト

このオプションを使用すると、PCIe MLOMスロットに装着されてい
るアダプタカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになり

ます。

• [無効（Disabled）]：最大速度は制限されません。

• [自動（Auto）]：システムは許容最大速度を選択します。

• [GEN1]：最大2.5GT/s（ギガトランスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• [GEN2]：最大 5 GT/sまでの速度が許可されます。

• [GEN3]：最大 8 GT/sまでの速度が許可されます。

[MLOMリンク速度
（MLOMLinkSpeed）]
ドロップダウンリスト

システム IOコントローラ n（SIOCn）アドオンスロット（nによっ
て示される）のリンク速度。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロットは無効であり、カードは列挙され
ません。

• [自動（Auto）]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は自動的
に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

[PCIeスロット nリン
ク速度（PCIe Slot n
LinkSpeed）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

NVMeフロントスロット1のリンク速度。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロットは無効であり、カードは列挙され
ません。

• [自動（Auto）]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は自動的
に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

[フロントNVME1リン
ク速度（Front NVME1
LinkSpeed）]ドロップ
ダウンリスト

NVMeフロントスロット2のリンク速度。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロットは無効であり、カードは列挙され
ません。

• [自動（Auto）]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は自動的
に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

[フロントNVME2リン
ク速度（Front NVME2
LinkSpeed）]ドロップ
ダウンリスト

NVMe背面のスロット 1のリンク速度。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロットは無効であり、カードは列挙され
ません。

• [自動（Auto）]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は自動的
に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

[リアNVME1リンク速
度（Rear NVME1 Link
Speed）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

NVMe背面のスロット 2のリンク速度。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：スロットは無効であり、カードは列挙され
ません。

• [自動（Auto）]：デフォルトのリンク速度。リンク速度は自動的
に割り当てられます。

• [GEN1]：リンク速度は第 1世代まで到達可能です。

• [GEN2]：リンク速度は第 2世代まで到達可能です。

• [GEN3]：リンク速度は第 3世代まで到達可能です。

[リアNVME2リンク速
度（Rear NVME2 Link
Speed）]ドロップダウ
ンリスト

システムに複数のVGAデバイスがある場合は、VGAグラフィックス
デバイスの優先順位を設定できます。次のいずれかになります。

• [オンボード（OnBoard）]：オンボードVGAデバイスが優先され
ます。BIOSポスト画面およびOSブートはオンボードVGAポー
ト経由で駆動されます。

• [オフボード（OffBoard）]：PCIEグラフィックスアダプタが優先
されます。BIOSポスト画面および OSブートは外部グラフィッ
クスアダプタポート経由で駆動されます。

• [オンボードを無効（OnBoardDisabled）]：PCIEグラフィックス
アダプタが優先され、オンボード VGAデバイスは無効になりま
す。オンボード VGAが無効の場合、vKVMは機能しません。

[VGA優先順位（VGA
Priority）]ドロップダ
ウンリスト

PCH SATAオプション ROMモードを選択できます。次のいずれかに
なります。

• [LSI SW Raid]：SATAコントローラと sSATAコントローラを LSI
SW Raidの raidモードに設定します。

• [無効（Disabled）]：SATAコントローラと sSATAコントローラ
を無効にします。

[P-SATA OptionROM]
ドロップダウンリスト

サーバモデル別 BIOSパラメータ
66

サーバモデル別 BIOSパラメータ

サーバモデル別 BIOSパラメータ



説明名前

Serial Advanced Technology Attachment（SATA）ソリッドステートド
ライブ（SSD）の動作モード。次のいずれかになります。

• [AHCI]：

SATAコントローラと sSATAコントローラの両方を AHCIモー
ドに設定します。

• [LSI SW Raid]：SATAコントローラと sSATAコントローラを LSI
SW Raidの raidモードに設定します。

• [無効（Disabled）]：SATAコントローラと sSATAコントローラ
を無効にします。

[M2.SATAOptionROM]
ドロップダウンリスト

背面パネルの USBデバイスが有効か無効か。次のいずれかになりま
す。

• [無効（Disabled）]：背面パネルの USBポートを無効にします。
これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されません。

• [有効（Enabled）]：背面パネルの USBポートを有効にします。
これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[リア USBポート
（USB Port Rear）]ド
ロップダウンリスト

前面パネルの USBデバイスが有効か無効か。次のいずれかになりま
す。

• [無効（Disabled）]：前面パネルの USBポートを無効にします。
これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されません。

• [有効（Enabled）]：前面パネルの USBポートを有効にします。
これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[フロント USBポート
（USB Port Front）]ド
ロップダウンリスト

内部 USBデバイスが有効か無効か。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：内部の USBポートを無効にします。これら
のポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレーティン
グシステムによって検出されません。

• [有効（Enabled）]：内部の USBポートを有効にします。これら
のポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレーティン
グシステムによって検出されます。

[内部 USBポート
（USB Port Internal）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

KVMポートが有効か無効か。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを無
効にします。キーボードとマウスはKVMウィンドウで機能しな
くなります。

• [有効（Enabled）]：KVMキーボードおよびマウスデバイスを有
効にします。

[KVM USBポート
（USBPort KVM）]ド
ロップダウンリスト

SDカードが有効か無効か。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：SDカードのポートを無効にします。これら
のポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレーティン
グシステムによって検出されません。

• [有効（Enabled）]：SDカードのポートを有効にします。これら
のポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレーティン
グシステムによって検出されます。

[SDカードUSBポート
（USB Port SD Card）]
ドロップダウンリスト

PXEの IPv6サポートを有効または無効にします。次のいずれかにな
ります

• : PV6 PXEのサポートは利用できません。

• :IPV6 PXEのサポートを常に利用できます。

[IPV6 PXEサポート
（IPV6 PXE Support）]
ドロップダウンリスト

PXEの IPv4サポートを有効または無効にします。次のいずれかにな
ります

• : IPV4 PXEのサポートは利用できません。

• : IPV4 PXEのサポートを常に利用できます。

[IPV4 PXEサポート
(IPV4PXESupport)]ド
ロップダウンリスト

このオプションでは、IPv6と IPv4をモニタできます。次のいずれか
になります

• :ネットワークスタックのサポートは使用できません。

無効にすると、 IPV4 PXEサポートに設定された値は
システムに影響しません。

（注）

• :ネットワークスタックのサポートを常に利用できます。

[NetworkStack (ネット
ワークスタック)]ド
ロップダウンリスト
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サーバ管理タブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 3 : [サーバ管理（Server Management）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

[ホストを即座にリブート（Reboot Host
Immediately）]チェックボックスがオフの場
合、サーバはすぐにリブートされ、新しい

BIOS設定が有効になります。そうでない場
合、変更内容はサーバが手動でリブートされ

るまで保存されます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックス

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシス

テムで実行されるアクション。次のいずれか

になります。

• [電源オフ（Power Off）]：OSのブート中
にウォッチドッグタイマーの期限が切れ

た場合、サーバの電源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグ
タイマーが切れた場合、サーバはリセッ

トされます。

このオプションは [OSBootWatchdog
Timer]を有効にする場合にのみ適用
されます。

（注）

[OSブートウォッチドッグタイマーポリシー
（OS Boot Watchdog Timer Policy）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチ
ドッグタイマーをプログラムするかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間
をトラッキングするためにウォッチドッ

グタイマーは使用されません。

• [有効（enabled）]：サーバがブートにかか
る時間をウォッチドッグタイマーで追跡

します。サーバのブートが [OSブート
ウォッチドッグタイマータイムアウト

（OS Boot Watchdog Timer Timeout）]
フィールドで指定された時間内に完了し

ない場合は、Cisco IMCによってエラーが
ログに記録され、[OSブートウォッチドッ
グポリシー（OS Boot Watchdog Policy）]
フィールドで指定されたアクションが実

行されます。

[OSウォッチドッグタイマー（OS Watchdog
Timer）]ドロップダウンリスト

OSが指定された時間内にブートしない場合、
OSウォッチドッグタイマーの期限が切れ、シ
ステムはタイマーポリシーに基づいてアクショ

ンを実行します。次のいずれかになります。

• [5分（5 Minutes）]：OSウォッチドッグ
タイマーは、ブートが開始されてから 5
分後に期限が切れます。

• [10分（10 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

• [15分（15 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

• [20分（20 Minutes）]：OSウォッチドッ
グタイマーは、ブートが開始されてから

5分後に期限が切れます。

このオプションは [OSブートウォッ
チドッグタイマー（OS Boot
WatchdogTimer）]を有効にした場合
にのみ適用されます。

（注）

[OSブートウォッチドッグタイマータイムア
ウト（OSWatchdog Timer Timeout）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用される

ボーレート。[Console Redirection]を無効にす
る場合は、このオプションを使用できません。

次のいずれかになります。

• [9.6k]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19,200ボーレートが使用されま
す。

• [38.4k]：38,400ボーレートが使用されま
す。

• [57.6k]：57,600ボーレートが使用されま
す。

• [115.2k]：115,200ボーレートが使用され
ます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

[ボーレート（BaudRate）]ドロップダウンリ
スト

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアル
ポートをコンソールリダイレクションに使用

できるようにします。OSが起動した後は、コ
ンソールリダイレクトは関係ありません。次

のいずれかになります。

• [シリアルポート A（Serial Port A）]：
POST中にシリアルポート Aでコンソー
ルリダイレクションを有効にします。

• [シリアルポート B（Serial Port B）]：
POST中にシリアルポート Bでコンソー
ルリダイレクションを有効にします。

• [無効（Disabled）]：POST中にコンソー
ルリダイレクションは発生しません。

[コンソールリダイレクション（Console
Redirection）]ドロップダウンリスト
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説明名前

このオプションを[有効（Enabled）]にすると、
次のようになります。

メモリトレーニングは毎回のブートでは実行

されず、BIOSは、保存されたメモリトレーニ
ングの結果を毎回のリブートで使用します。

毎回のブートでメモリトレーニングが実行さ

れるいくつかの例外には、次のものがありま

す。

BIOSの更新、CMOSのリセット、CPUやメ
モリの設定変更、SPDまたは実行時の修正不
可能なエラー、または、前回のブートから 24
時間以上経過している場合。

このオプションが [無効（Disabled）]の場合、
毎回のブートでメモリトレーニングが行われ

ます。

デフォルト値：[有効（Enabled）]。

[高速ブート（Fast Boot）]オプショ
ンを無効にするには、エンドユーザ

は次のトークンを下記の説明のとお

りに設定する必要があります。

[適応型メモリトレーニング
（Adaptive Memory Training）]を [無
効（Disabled）]に

[BIOS Techlogレベル（BIOS Techlog
level）]を [標準（Normal）]に

[OptionROM起動最適化（OptionROM
Launch Optimization）]を [無効
（Disabled）]に

（注）

適応型メモリトレーニング
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説明名前

このオプションは、 BIOS techログファイル
のメッセージのタイプを示します。

ログファイルには、次のタイプのいずれかを

指定できます。

• [最小（Minimum）]：重要なメッセージが
ログファイルに表示されます。

• [標準（Normal）]：警告およびロードメッ
セージがログファイルに表示されます。

• [最大（Maximum）]：標準に加え、情報
関連のメッセージがログファイルに表示

されます。

デフォルト値：[最小（Minimum）]

このオプションは、主に、内部のデ

バッグを目としています。

（注）

[BIOS Techlogレベル（BIOS Techlog Level）]

このオプションが [有効（Enabled）]の場合、
ブート順序のポリシーに存在するコントロー

ラにのみ OptionROMsが起動されます。

オンボードストレージコントロー

ラ、Emulex FCアダプタおよび GPU
コントローラなどのいくつかのコン

トローラについて、ブート順序のポ

リシーに含まれていなくても、

OptionROMが起動されます。

（注）

このオプションが [無効（Disabled）]の場合、
すべての OptionROMsが起動されます。

デフォルト値：[有効（Enabled）]

[OptionROM起動最適化（OptionROMLaunch
Optimization）]

イーサネットネットワークの命名規則が

Consistent Device Naming（CDN）または従来
の命名規則に従うかどうか。次のいずれかに

なります。

• [無効（Disabled）]：VICカードの CDN
サポートが無効になります

• [有効（Enabled）]：VICカードのCDNサ
ポートが有効になります。

[CDNコントロール（CDNControl）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、シス
テムを回復するために Cisco IMCによって
FRB2タイマーが使用されるかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されま
せん。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開
始され、必要に応じてシステムの回復に

使用されます。

[FRB 2タイマー（FRB 2 Timer）]ドロップダ
ウンリスト

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使

用するかどうか。送信要求/クリアツーセンド
（RTS/CTS）を使用すると、隠れた端末問題
が原因で発生する可能性があるフレームコリ

ジョンを減らすことができます。次のいずれ

かになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS/CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使
用されます。

この設定は、リモートターミナル

アプリケーション上の設定と一致し

ている必要があります。

（注）

[フロー制御（Flow Control）]ドロップダウン
リスト

コンソールリダイレクションに使用される文

字フォーマットのタイプ。次のいずれかにな

ります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用
されます。

• [VT100]：サポートされている VT100ビ
デオ端末とその文字セットが使用されま

す。

• [VT100-PLUS]：サポートされている
VT100-plusビデオ端末とその文字セット
が使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端
末が使用されます。

[ターミナルタイプ（Terminal Type）]ドロッ
プダウンリスト
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セキュリティタブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 4 : [セキュリティ（Security）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

[ホストを即座にリブート（Reboot Host
Immediately）]チェックボックスがオフの場
合、サーバはすぐにリブートされ、新しいBIOS
設定が有効になります。そうでない場合、変

更内容はサーバが手動でリブートされるまで

保存されます。

[Reboot Host Immediately]チェックボックス

信頼されたプラットフォームモジュール

（TPM）は、主に暗号キーを使用する基本的
なセキュリティ関連機能を提供するように設

計されたマイクロチップです。このオプショ

ンを使用すると、システムの TPMセキュリ
ティデバイスサポートを制御できます。次の

いずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しませ
ん。

• [Enabled]：サーバはTPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機

能をサポートするかどうかについて

は、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせください。

（注）

[信頼されたプラットフォームモジュールのサ
ポート（Trusted Platform Module Support）]ド
ロップダウンリスト

このトークンでは、F2 BIOS設定を使用する
前にBIOSパスワードを設定する必要がありま
す。有効にすると、IO設定、BIOSセットアッ
プ、BIOSを使用したオペレーティングシステ
ムへの起動など、BIOS機能にアクセスする前
にパスワードを検証する必要があります。次

のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サポートはディセーブルに
なっています。

• [Enabled]：サポートはイネーブルになっ
ています。

[電源オンパスワード（Power On Password）]
ドロップダウンリスト
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[プロセッサ（Processor）]タブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 5 : [プロセッサ（Processor）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technology
（VT）を使用するかどうか。このテクノロ
ジーでは、1つのプラットフォームで、複数の
オペレーティングシステムとアプリケーショ

ンをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止
します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレー
ティングシステムをそれぞれ独立した

パーティション内で実行できます。

[Intel Virtualization Technology]ドロップダウン
リスト

拡張 APICサポートをイネーブルまたはディ
セーブルにできます。次のいずれかになりま

す。

• [有効（Enabled）]：APICサポートを有効
にします

• [無効（Disabled）]：APICサポートを無効
にします。

[拡張APIC（ExtendedAPIC）]ドロップダウン
リスト

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波
数に移行するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：CPUは C1ステートでも引き
続き最大周波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行しま
す。このオプションではC1ステートで節
約される電力量が最大になります。

このオプションを使用できるのは一

部の Cシリーズサーバだけです。
（注）

[プロセッサ C1E（Processor C1E）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

BIOSからオペレーティングシステムに C6レ
ポートを送信するかどうか。OSはレポートを
受信すると、プロセッサを電力量の少ないC6
状態に移行してエネルギー使用量を減らし、

最適なプロセッサパフォーマンスを維持でき

ます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSから C6レポートを送信
しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信
し、OSがプロセッサを電力量の少ない
C6状態に移行できるようにします。

[CPUPowerManagement]を [カスタム
（Custom）]に設定する必要があり
ます。そのようにしない場合、この

パラメータの設定は無視されます。

（注）

このオプションを使用できるのは一

部の Cシリーズサーバだけです。
（注）

[プロセッサ C6レポート（Processor C6
Report）]ドロップダウンリスト

アプリケーションコードを実行できる場所を

指定するために、サーバのメモリ領域を分類

します。この分類の結果、悪意のあるワーム

がバッファにコードを挿入しようとした場合、

プロセッサでコードの実行をディセーブルに

します。この設定は、損害、ワームの増殖、

および特定クラスの悪意のあるバッファオー

バーフロー攻撃を防止するのに役立ちます。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分
類しません。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分
類します。

オペレーティングシステムがこの機

能をサポートするかどうかについて

は、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせください。

（注）

[XDビット（ExecuteDisableBit）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

プロセッサでインテルターボブーストテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジー

では、仕様よりも低い電力、温度、または電

圧でプロセッサが動作していると、自動的に

そのプロセッサの周波数が上がります。次の

いずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的
には上がりません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで
Turbo Boost Technologyが利用されます。

[CPUPowerManagement]を [カスタム
（Custom）]に設定する必要があり
ます。そのようにしない場合、この

パラメータの設定は無視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Tech]ドロップダウンリスト

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロ
ジーを使用するかどうか。このテクノロジー

では、プロセッサの電圧やコア周波数をシス

テムが動的に調整できます。このテクノロジー

により、平均電力消費量と平均熱発生量が減

少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波
数を動的に調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel
SpeedStep Technologyが使用され、サポー
トされているすべてのスリープ状態でさ

らに電力を節約することが可能になりま

す。

オペレーティングシステムがこの機能をサポー

トするかどうかについては、オペレーティン

グシステムのベンダーに問い合わせることを

推奨します。

[CPUPowerManagement]を [カスタム
（Custom）]に設定する必要があり
ます。そのようにしない場合、この

パラメータの設定は無視されます。

（注）

[Enhanced Intel SpeedStep Tech]ドロップダウン
リスト
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説明名前

プロセッサでインテルハイパースレッディン

グテクノロジーを使用するかどうか。このテ

クノロジーでは、マルチスレッドソフトウェ

アアプリケーションのスレッドを各プロセッ

サ内で並列に実行できます。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパース
レッディングを禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッド
の並列実行を許可します。

[Intel HyperThreading Tech]ドロップダウンリ
スト

この機能を使用すると、ワークロードを最適

化できます。オプションは [Balanced]と [I/O
Sensitive]です。

• NUMA

• UMA

[Workload Configuration]ドロップダウンリス
ト

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブ
ルにできます。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルに
します。これにより、関連付けられてい

る論理プロセッサコアで Hyper Threading
もイネーブルになります。

• [1]～ [28]：サーバで実行可能な論理プロ
セッサコアの数を指定します。各物理コ

アには、論理コアが関連付けられていま

す。

オペレーティングシステムがこの機

能をサポートするかどうかについて

は、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせください。

（注）

[コアマルチプロセッシング（Core
MultiProcessing）]ドロップダウンリスト
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説明名前

CPUがサブNUMAクラスタリングをサポート
するかどうか。そのクラスタリングでは、タ

グディレクトリとメモリチャネルは常に同じ

領域にあります。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サブNUMAクラスタ
リングは発生しません。

• [enabled][Enabled]：サブNUMAクラスタリ
ングが発生します。

• [自動（Auto）][自動（auto）]：BIOSかサ
ブNUMAのクラスタリングされるかが決
まります。

[Sub NUMA Clustering]ドロップダウンリスト

XPTプリフェッチを使用して、最後のレベル
のキャッシュに読み取り要求を送信できるよ

うにして、その要求のコピーをメモリコント

ローラのプリフェッチャに発行するかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUはXPT Prefetch
オプションを使用しません。

• [enabled][Enabled]：CPUはXPTプリフェッ
チオプションを有効にします。

[XPT Prefetch]ドロップダウンリスト

UPIプリフェッチは、DDRバス上でメモリ読
み込みが早期に開始されるようにするメカニ

ズムです。これは次のいずれかになります。

• [無効（disabled）][無効（Disabled）]：プ
ロセッサでキャッシュデータをプリロー

ドしません。

• [有効（enabled）][有効（Enabled）]：UPI
プリフェッチャで最も関連性が高いと判

断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

[UPIプリフェッチ（UPI Prefetch）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

システムパフォーマンスまたはエネルギー効

率がこのサーバで重要かどうかを判断できま

す。次のいずれかになります。

• [パフォーマンス（Performance）]：サーバ
では、すべてのサーバコンポーネントに

全電力を常時提供します。このオプショ

ンでは、最高レベルのパフォーマンスが

維持され、最大量の電力が必要となりま

す。

• [バランスパフォーマンス（Balanced
Performance）]：サーバは、すべてのサー
バコンポーネントに、パフォーマンスと

電力のバランスを保つのに十分な電力を

提供します。

• [バランス電力（Balanced Power）]：サー
バは、すべてのサーバコンポーネントに、

パフォーマンスと電力のバランスを保つ

のに十分な電力を提供します。

• [電力（Power）]：サーバは、すべての
サーバコンポーネントに、消費電力の低

減を維持するのに最大の電力を提供しま

す。

[エネルギーパフォーマンスの BIOS構成
（Energy Performance BIOS Config）]ドロップ
ダウンリスト

BIOSまたはOSによってエネルギーパフォー
マンスのバイアス調整をオンにできるかどう

かを指定します。オプションは [BIOS]と [OS]
です。

• [bios][BIOS]：

エネルギー効率を調整する場合は [BIOS]
を選択します。

• [os][OS]：

エネルギー効率を調整する場合は [OS]を
選択します。

[電力パフォーマンスの調整（PowerPerformance
Tuning）]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサがLLCプリフェッチメカニズムを
使用して日付を LLCにフェッチするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッ
シュデータをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：LLCPrefetcherで最も関
連性が高いと判断されたデータを含む L1
キャッシュをプリロードします。

[LLC Prefetch]ドロップダウンリスト
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用で

きる電力量。次のいずれかになります。

• [no-limit][制限なし（No Limit）]：サーバ
は、使用可能な任意のCステートに入るこ
とがあります。

• [自動（auto）][自動（Auto）]：物理的な
高度をCPUが決定します。

• [C0 C1ステート（C0 C1 State）]：サーバ
はすべてのサーバコンポーネントに常に

フルパワーを提供します。このオプショ

ンでは、最高レベルのパフォーマンスが

維持され、最大量の電力が必要となりま

す。

• [C2]：CPUのアイドル時に、システムの
電力消費をC1オプションよりもさらに低
減します。この場合、必要な電力はC1ま
たはC0よりも少なくなりますが、サーバ
がハイパフォーマンスモードに戻るのに

要する時間が少し長くなります。

• [C6保持なし（C6 Non Retention）]：CPU
のアイドル時に、C3オプションよりもさ
らに電力消費が低減されます。このオプ

ションを使用すると、C0、C1、またはC3
よりも電力量が節約されますが、サーバ

がフルパワーに戻るまでにパフォーマン

ス上の問題が発生する可能性があります。

• [C6保持（C6 Retention）]：CPUのアイド
ル時に、C3オプションよりもさらに電力
消費が低減されます。このオプションを

使用すると、C0、C1、または C3よりも
電力量が節約されますが、サーバがフル

パワーに戻るまでにパフォーマンス上の

問題が発生する可能性があります。

[パッケージのCステート（Package C State）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサハードウェアの Pステートを有効
にします。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：HWPMがディセーブ
ルになります。

• [hwpm-native-mode][HWPMNativeMode]：
HWPMネイティブモードがイネーブルに
なります。

• [hwpm-oob-mode][HWPM OOB Mode]：
HWPMアウトオブボックスモードがイネー
ブルになります。

• [Native Mode with no Legacy]（GUIのみ）

[ハードウェアPステート（HardwareP-States）]
ドロップダウンリスト

[Intel Speed Select (Intelの速度選択)]モードで
は、ユーザーは異なる速度とコアを使用して

CPUを実行できます。

次のいずれかになります。

•基本):ユーザーは最大コアおよび熱設計
電力 (TDP)比率にアクセスすることがで
きます。

•設定 1ユーザーは基本より小さいコアと
TDP比率にアクセスできます。

•設定 2ユーザーは設定 1より小さいコア
と TDP比率にアクセスできます。

デフォルト値:基本。

[Intel Speed Select (Intelの速度選択)]ドロップ
ダウンリスト

[Memory]タブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）
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表 6 : [メモリ（Memory）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

オンにすると、ホストサーバが直ちに再起動

されます。このチェックボックスは、変更を

保存してからオンにする必要があります。

[Reboot Host Immediately]チェックボックス

サーバに対するメモリの信頼性、可用性、お

よびサービス性（RAS）の設定方法。次のい
ずれかになります。

• [最大パフォーマンス（Maximum
Performance）]：システムのパフォーマン
スが最適化されます。

• ADDDCのスペアリング:適応可能な仮想
ロックステップは、ADDDCモードをサ
ポートするためにハードウェアおよび

ファームウェアで実装されるアルゴリズ

ムです。選択すると、アルゴリズムがア

クティブになるまでシステムのパフォー

マンスが最適化されます。このアルゴリ

ズムは、DRAMデバイスで障害が発生し
た場合にアクティブになります。アルゴ

リズムがアクティブになると、仮想ロッ

クステップリージョンがアクティブにな

り、実行時に障害が発生したリージョン

が動的にマッピングされ、パフォーマン

スへの影響はリージョンレベルで制限さ

れます。

• [ミラーモード 1LM（Mirror Mode
1LM）]：システムのメモリの半分をバッ
クアップとして使用することにより、シ

ステムの信頼性が最適化されます。

•部分的なミラーモード 1LM:部分的な
DIMMミラーリングによって完全なミラー
コピーを保持するのではなく、メモリセ

ルの特定の領域のミラーコピーが作成さ

れます。部分的なミラーリングでは、部

分的なミラーコピーの属性を使用して、

メモリマップにミラー領域が作成されま

す。最大 4個の部分的なミラーを使用し
て、合計メモリ容量の最大 50%をミラー
リングできます。

[メモリ RAS構成の選択（Select Memory RAS
configuration）]ドロップダウンリスト
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説明名前

4 GB以上のMMIOを有効または無効にしま
す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバ
イスの I/Oを 4 GB以上のアドレス空間に
マッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイ
スの I/Oを 4 GB以上のアドレス空間に
マッピングします。

PCIデバイスが64ビット対応でも、
レガシーなオプション ROMを使用
する場合は、この設定をイネーブル

にしても正しく機能しない場合があ

ります。

（注）

[4 G以上の復号化（Above 4G Decoding）]ド
ロップダウンリスト

BIOSが DCPMMファームウェアのダウング
レードをサポートしているかどうか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：サポートはディセーブルに
なっています。

• [Enabled]：サポートはイネーブルになっ
ています。

[DCPMM Firmware Downgrade (DCPMM
ファームウェアのダウングレード)]ドロップダ
ウンリスト

部分的なメモリサイズは、パーセンテージま

たは GB単位のいずれかです。次のいずれか
になります。

•割合:部分的なメモリのミラーはパーセン
テージで定義されます。

•値 (GB):部分的なメモリミラーは GBで
定義されます。

•無効:部分的なメモリミラーが無効になり
ます。

[Partial Memory Mirror Mode (部分メモリミ
ラーモード)]ドロップダウンリスト

4GBを超えてミラーリングするメモリの割合。

0～ 60の整数を入力します。

[部分的なミラーパーセンテージ (Partial
Mirror percentage)]フィールド
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説明名前

最初の部分メモリミラーのサイズ (GB)。

0～ 65535の整数を入力します。

すべての部分的なミラーの合計メモ

リサイズは、物理メモリサイズの

50%を超えないようにする必要があ
ります。

（注）

[部分ミラー 1サイズ (GB) (PartialMirror1 Size
in GB)]フィールド

2番目の部分メモリミラーのサイズ (GB単
位)。

0～ 65535の整数を入力します。

すべての部分的なミラーの合計メモ

リサイズは、物理メモリサイズの

50%を超えないようにする必要があ
ります。

（注）

[部分ミラー 2サイズ (GB) (PartialMirror2 Size
in GB)]フィールド

3番目の部分メモリミラーのサイズ (GB単
位)。

0～ 65535の整数を入力します。

すべての部分的なミラーの合計メモ

リサイズは、物理メモリサイズの

50%を超えないようにする必要があ
ります。

（注）

[部分ミラー 3サイズ (GB) (PartialMirror3 Size
in GB)]フィールド

4番目の部分メモリミラーのサイズ (GB単
位)。

0～ 65535の整数を入力します。

すべての部分的なミラーの合計メモ

リサイズは、物理メモリサイズの

50%を超えないようにする必要があ
ります。

（注）

[部分ミラー 4サイズ (GB) (PartialMirror4 Size
in GB)]フィールド

このオプションを使用して、物理メモリの上

限のサイズを GB単位で減らします。

0～ 65535の整数を入力します。

[メモリサイズ制限 (GB) (Memory Size Limit
in GB)]フィールド
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説明名前

BIOSでNon-UniformMemoryAccess（NUMA）
がサポートされているかどうか。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：サポートはディセーブルに
なっています。

• [Enabled]：サポートはイネーブルになっ
ています。

[NUMA]ドロップダウンリスト

不正な外部 DMAからの脅威を緩和する PCI
BMEビットを無効にできます。次のいずれか
になります。

• [無効 (disabled)]: PCI BMEビットは BIOS
で無効になっています。

• [有効 (Enabled): PCI BMEビットは BIOS
で有効になっています。

[BME DMA移行 (BME DMAMitigation)]ド
ロップダウンリスト

Cisco IMCは、指定された障害のある行から指
定されたスペア行へのアクセスを永続的に再

マッピングする、ハード PPRをサポートして
います。

次のいずれかになります。

• HARDPPR:サポートは有効になっていま
す。

• [Disabled]：サポートはディセーブルに
なっています。

[ディスクタイプの選択 (Select Disk Type)]ド
ロップダウンリスト

[電力/パフォーマンス（Power/Performance）]タブ

このタブに記載されている BIOSのパラメータは、サーバによって異なります。（注）

表 7 : [電力/パフォーマンス（Power/Performance）]タブの BIOSパラメータ

説明名前

オンにすると、ホストサーバが直ちに再起動されます。この

チェックボックスは、変更を保存してからオンにする必要が

あります。

[Reboot Host Immediately]
チェックボックス
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説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャが必要

に応じてデータおよび命令ストリームをメモリから取得し、

統合 2次キャッシュに入れることを許可するかどうか。次の
いずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出され
たときにプリフェッチャを使用します。

[ハードウェアプリフェッチャ
（HardwarePrefetcher）]ドロッ
プダウンリスト

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数また

は奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得します。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の両方
を取得します。

[隣接キャッシュラインプリ
フェッチャ（Adjacent Cache
LinePrefetcher）]ドロップダウ
ンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用して履
歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ内
で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を予測
しようとせず、明示的に要求された行のみを取得します。

• [Enabled]：DCUPrefetcherでキャッシュ読み取りパターン
を分析し、必要と判断した場合にキャッシュ内の次の行

を事前に取得します。

[DCUストリーマプリフェッ
チ（DCU Streamer Prefetch）]
ドロップダウンリスト

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用して履
歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ内
で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリロード
しません。

• [Enabled]：DCU IPプリフェッチャで最も関連性が高いと
判断されたデータを含むL1キャッシュをプリロードしま
す。

[DCUIPプリフェッチャ（DCU
IP Prefetcher）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

上記のオプションに対しCPUパフォーマンスプロファイルを
設定します。次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルです。

• [HPC]：すべてのオプションが有効になります。この設
定はハイパフォーマンスコンピューティングとも呼ばれ

ます。

• [高スループット（HightThroughput）]：DCUIPプリフェッ
チャのみが有効になります。残りのオプションは無効に

なります。

• [カスタム（Custom）]：パフォーマンスプロファイルの
すべてのオプションをサーバの BIOSセットアップから
設定できます。また、[ハードウェアプリフェッチャ
（Hardware Prefetcher）]オプションと [隣接キャッシュラ
インプリフェッチャ（Adjacent Cache Line Prefetcher）]オ
プションも同様に設定できます。

[CPUパフォーマンス（CPU
Performance）]ドロップダウン
リスト
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